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日本原子力学会標準「放射線遮蔽設計に用いる遮蔽材料組成（コンクリート編）」の策定について 

Standardization of concrete composition for radiation shielding design 

（1）遮蔽材料に係る学会標準の策定について 
(1) Discussion on the standardization of concrete composition for radiation shielding design 
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1. はじめに 

本標準は、原子力発電所及び放射線利用施設の設計段階で必要となる遮蔽材料のうち、遮蔽コンクリー

トの組成に関して、施設別の状況調査や国内外の文献調査及び遮蔽材料組成の基本的な策定方法を示すと

ともに、遮蔽コンクリートの材料組成を規定するものである。なお、この標準は既知及び実測データがあ

る場合にはその利用を妨げるものではない。 

本セッションでは、これまでに検討してきた標準の素案についての紹介を行う。本報では全体概要と組

成標準の策定方法及び組成標準、第２報（遮蔽要求部に用いられるコンクリートについて）にでは遮蔽コ

ンクリートの施工的観点（材料や品質管理）からの実情について、そして第３報（コンクリート材料変動

に対する線量率影響検討）では材料変動に対する線量率影響の評価の概要を述べる。 

2. 適用範囲 

 この標準は、原子力発電所、再処理施設及び放射線利用施設（γ線利用施設、放射線を用いた医療施設、

研究用放射線施設などのうち、発生中性子及び光子のエネルギーが 20MeV 以下の施設）における遮蔽材料

の基本的な策定方法をもとにした遮蔽材料組成（遮蔽コンクリート）を規定している。 

3. 遮蔽材料の組成標準 

 本標準では遮蔽コンクリートの材料組成の標準を規定する。そのためまず、図１に示す遮蔽材料組成の

基本的な策定手順を明示した上で、その手順に基づいて決定した組成を示す。 

 本項目は、標準値（組成）の決定方法、遮蔽材料の組成標準（具体的組成）、遮蔽コンクリート組成標準

を使用する場合の考慮事項、そして遮蔽コンクリートによる線量率の減衰に関する解析、などにより構成

される。 
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図１ コンクリート組成の策定のための手順 


